
川
本
代
表
の
挨
拶

経
過
と
現
状

(

前
略)

平
成

年

月

24

5

に
、
大
宝
砕
石
工
業
と
松

山
市
の
オ
オ
ノ
開
発
が
共

同
出
資
し
設
立
し
た
廃
棄

物
処
理
会
社
Ｔ
Ｏ
の
管
理

型
最
終
処
分
場
設
置
計
画

が
判
明
し
、
２
年
９
ヶ
月

が
経
過
を
致
し
ま
し
た
。

県
と
Ｔ
Ｏ
社
の
事
前
協

議
が
開
始
さ
れ
る
直
前
に

計
画
が
判
明
し
、
不
同
意

書
や
許
可
し
な
い
よ
う
求

め
る
要
請
書
の
提
出
、
仁

淀
川
流
域
の
高
知
県
内
６

市
町
村
議
会
の
設
置
反
対

意
見
書
、
久
万
高
原
町
議

会
の
許
可
し
な
い
よ
う
求

め
る
意
見
書
の
提
出
等
、

多
く
の
方
々
の
阻
止
活
動

へ
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
計

画
が
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
、
Ｔ
Ｏ
社

に
表
立
っ
た
大
き
な
動
き

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
画

撤
回
の
意
志
表
明
は
あ
り

ま
せ
ん
。
何
時
ど
の
よ
う

な
動
き
が
あ
る
か
、
全
く

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い

現
実
で
す
。

国
の
政
策
変
化

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
後
、

原
子
炉
等
規
正
法
で
は
、

百
ベ
ク
レ
ル
以
下
が
放
射

能
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

と
す
る
基
準
な
の
に
、
放

射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別

措
置
法
に
よ
り
、

千
ベ

8

ク
レ
ル
以
下
は
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
一
般
廃
棄
物
と

し
て
管
理
型
処
分
場
に
埋

立
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。(

中
略)

昨
年

月
の
愛
媛
新
聞

12

に
は
、
「
環
境
省
は
、
原

発
事
故
に
よ
る
徐
染
に
伴

な
う
廃
棄
物
処
理
は
、
焼

却
灰
な
ど

万
ベ
ク
レ
ル

10

以
下
は
管
理
型
処
分
場
に

埋
立
処
理
す
る
。
」
と
の

記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ク
レ
ル
以
下
が

100
千
ベ
ク
レ
ル
以
下
に
な

8り
、
今
や

万
ベ
ク
レ
ル

10

以
下
は
管
理
型
処
分
場
に

埋
立
処
理
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

月

日
の
愛
媛
新
聞

3

1

の
記
事
に
は
、
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
き
た

場
合
、
環
境
省
の
推
計
で

は
、
震
災
が
れ
き
は

億
3

千

万
ト
ン
に
な
り
、

4

900

東
日
本
大
震
災
の

倍
に

11

相
当
す
る
。
環
境
省
は
、

年
度
、
地
域
ご
と
に
自

14治
体
や
処
理
業
者
で
つ
く

る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

処
理
計
画
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
る
。
」
と
あ

り
ま
し
た
。

危
惧
さ
れ
る
予
測

こ
の
よ
う
な
国
の
動
向

が
、
久
万
高
原
町
の
管
理

型
処
分
場
設
置
計
画
の
追

い
風
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
非
常
に
危
惧
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

久
万
高
原
町
東
明
神
に

管
理
型
処
分
場
が
設
置
さ

れ
れ
ば
、
原
発
の
放
射
性

廃
棄
物
、
更
に
は

万
ベ

10

ク
レ
ル
以
下
の
震
災
が
れ

き
が
埋
立
て
ら
れ
る
可
能

性
が
現
実
味
を
帯
び
て
き

ま
し
た
。

日
本
の
法
律
は
規
制
が

甘
す
ぎ
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
に
学
び
、
規
制
を
強

化
す
べ
き
な
の
に
、
そ
の

甘
す
ぎ
る
規
制
が
更
に
緩

和
さ
れ
る
方
向
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

処
分
場
が
で
き
れ
ば
自

然
破
壊
と
生
活
環
境
の
悪

化
に
よ
っ
て
、
周
辺
住
民

が
被
害
を
受
け
る
の
は
、

目
に
見
え
て
い
ま
す
。

最
悪
の
予
定
地

久
万
高
原
町
東
明
神
の

処
分
場
予
定
地
は
、
最
悪

の
立
地
に
あ
り
、
被
害
は

周
辺
地
域
、
周
辺
住
民
に

止
ま
ら
ず
、
愛
媛
と
高
知

の
両
県
に
被
害
が
拡
散
し

ま
す
。

一
度
処
分
場
が
で
き
て

し
ま
う
と
、
監
視
す
る
こ

と
は
極
め
て
難
し
く
、
問

題
が
発
生
し
て
も
稼
働
を

止
め
る
こ
と
は
、
よ
ほ
ど

の
問
題
が
起
こ
ら
な
い
限

り
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
上
、
処
分
場
は
同

じ
地
域
で
長
く
使
わ
れ
、

産
廃
銀
座
と
い
う
言
葉
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら

に
第
二
、
第
三
と
造
り
続

け
ら
れ
る
こ
と
も
稀
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
投

棄
さ
れ
た
廃
棄
物
を
除
去

す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
、
環
境
は
汚
染
さ
れ
続

け
ま
す
。(

中
略)

処
分
場
の
建
設
が
、
今

の
「
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
」
の
社
会

を
長
引
か
せ
、
資
源

循
環
型
社
会
の
実
現

を
遅
ら
せ
て
い
ま
す
。

町
づ
く
り
と
真
逆

業
者
が
計
画
し
て

い
る
処
分
場
が
、
法

的
に
は
合
法
で
、
意

図
的
な
悪
意
が
無
く

て
も
結
果
的
に
は
地

下
水
汚
染
や
様
々
な

環
境
破
壊
を
引
き
起

こ
し
た
り
、
町
づ
く

り
と
逆
方
向
に
向
か

う
も
の
と
な
る
こ
と
を
明

確
に
し
、
多
く
の
人
に
処

分
場
の
反
社
会
性
が
明
ら

か
に
な
る
よ
う
な
説
得
力

の
あ
る
反
対
運
動
を
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ど
う
か
お
力
添

え
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。(

後
略)
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処分場の反社会性を明らかにし説得力ある運動に
賛同者を広げ世論を高める体制に 3/9 総会開く

久
万
高
原
産
廃
処
分
場
を
止
め
る
会
の
総
会
は
、
去

る

月

日
、
産
業
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
経
過
報

3

9

告
、
収
支
報
告
の
承
認
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
の
決

定
を
し
、
新
年
度
へ
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

決算見込み書

収入

前年度繰越金374,933

募金 152,900

(1月末実績)

冊子販売 32,000

預金利子 32

支出

消耗品費 37,778

会場費 3,660

通信費 149,760

学習会 104,000

調査費 150,000

手数料 18,680

収入合計 559,865

支出合計 463,878

差引残高 95,987

今
後
の
活
動
の
取
り
組
み

①
組
織
網
の
体
制
づ
く
り

②
学
習
会
等
の
開
催

③
情
報
公
開
請
求

④
条
例
制
定

⑤
動
植
物
の
調
査

⑥
署
名
運
動
と
陳
情
書
の
提
出

⑦
意
見
書
作
成
の
準

備

⑧
世
論
の
盛
り
上
が
り
の
喚
起

⑨

社(

・

3

T
O

オ
オ
ノ
開
発
・
大
宝
採
石)

へ
の
要
請
と
オ
オ
ノ
開

発
の
意
志
確
認

⑩
近
隣
市
町
村
へ
の
働
き
か
け



(2) グリーン久万郷・クリーン仁淀川 7号 2014.4.30

持続可能な循環の町づくりを目指す大木町の先進的実践

産
廃
問
題
紳
士
淑
女
め
い
語
録

◆

・

・

「
関
係
地
域
住
民
へ
説
明
も
な
く
同
意
も
な
い
中
で
、
手
続

12

5

29

き
を
進
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
求
め
ま
す
。
」(

久
万
高
原
地
域
住
民
代
表)

「
事
業
者
か
ら
何
の
説
明
も
受
け
て
い
な
い
。
」(

愛
媛
県
循
環
型
社
会
推
進

課
長)

「
高
知
県
の
自
治
体
や
住
民
へ
の
説
明
は
な
い
の
か
」(

越
知
町
議

会
議
員)

「
危
惧
は
分
か
る
が
指
導
要
綱
に
は
な
い
。
」(

愛
媛
県
循
環
型
社

会
推
進
課
長)

◆

・

・

「
世
界
に
誇
る
仁
淀
川
上
流
域
の
久
万
高
原
町
か
ら
は
こ
れ

12

6

4

ま
で
通
り
き
れ
い
な
水
を
川
下
に
送
り
届
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
、
貴

職
に
お
か
れ
て
は
廃
棄
物
処
分
場
設
置
を
許
可
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」(

仁

淀
川
を
守
る
会
会
長
、
町
長
・
知
事
宛
要
請)

◆

・

・

「

月
中
旬

社
か
ら
計
画
を
正
式
に
聞
い
た
」
「
県
か

12

6

5

4

T
O

ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
ら
立
地
に
適
さ
な
い
と
伝
え
る
」
「
孫
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
が
大
事
」(

記
者
会
見
で
久
万
高
原
町
長)

「
農
作

物
へ
の
影
響
や
風
評
被
害
に
よ
り
生
産
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
」(

松
山
市
農
協
生
産
組
織
代
表
、
町
長
・
議
長
・
知
事
宛
意
見
書
提
出)

◆

・

・

「
漁
協
一
般
会
員
が
知
ら
ぬ
間
に
臨
時
理
事
会
で
同
意
を
決

12

6

12

め
た
の
は
、
漁
協
の
意
志
・
決
定
で
は
な
い
。
設
置
許
可
権
限
を
持
つ
県
へ

は
、
組
合
員
の
総
意
は
設
置
反
対
だ
と
伝
え
た
い
。(

面
河
川
漁
協
地
区
総

代
、
反
対
署
名
集
約
段
階
で)

◆

・

・

「
計
画
の
中
止
で
は
な
い
。
建
設
に
は
周
辺
住
民
の
ご
理
解

12

6

15

が
重
要
。
安
全
面
等
事
業
計
画
の
見
直
し
や
透
明
性
の
あ
る
情
報
公
開
の
あ

り
方
を
考
え
た
い
。(

社
長)

T
O

◆

・

・

「
今
、
団
結
し
て
計
画
を
止
め
な
け
れ
ば
、
将
来
子
孫
た
ち

12

6

15

か
ら
、
前
の
人
た
ち
は
何
を
し
よ
っ
た
ん
ぞ
と
し
か
ら
れ
ま
す
。
百
姓
一
揆

ま
で
実
行
し
て
、
団
結
し
権
力
か
ら
ふ
る
さ
と
を
守
っ
た
久
万
山
魂
を
、
今
、

よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
わ
し
ら
は
絶
対
に
こ
ら
え
ん
ぞ
‼
そ
ん
な
こ
と

を
し
た
ら
い
く
ま
い
げ
‼
」(
決
起
大
会
で
実
行
委
員
長)

◆

・

・

「
地
元
合
意
が
前
提
で
、
そ
れ
が
す
べ
て
だ
」(

知
事
定
例

12

6

18

記
者
会
見)

◆

・

・

「
汚
染
水
が
流
出
す
れ
ば
、
流
域
住
民
の
死
活
問
題
と
な
り
、

12

6

20

大
き
な
不
安
を
抱
く
。
」(

い
の
町
議
長
、
同
行
し
た
土
佐
市
・
越
知
町
・
仁

淀
川
町
・
佐
川
町
・
日
高
村
議
長
を
代
表
し
て
県
と
町
に)

「
ま
だ
事
前

協
議
が
な
い
状
態
。
指
導
要
綱
に
基
づ
い
て
適
切
に
対
応
す
る
。(

愛
媛
県

循
環
型
社
会
推
進
課
長)

「
産
廃
処
分
場
設
置
に
は
断
固
反
対
す
る
。
」(

久

万
高
原
町
長)

◆

・

・

「
廃
棄
物
処
分
場
が
な
ぜ
清
き
流
れ
の
久
万
川
源
流
な
の
か
。

12

6

25

川
下
へ
の
影
響
や
、
自
慢
の
米
や
野
菜
へ
の
風
評
被
害
は
？
疑
問
を
持
つ
の

は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。(

中
略)

私
た
ち
は
後
世
の
人
に
自
慢
で
き
感
謝
さ
れ

る
も
の
、
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
ず
残
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
思
う
。
(

愛
媛
新
聞
門
欄
、
久
万
無
職
女
性)

◆

・

・

「
久
万
高
原
」
清
流
米
の
ほ
か
、
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
も
全

12

6

28

国
に
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
風
評
被
害
が
き
わ

め
て
心
配
だ
」(

町
議
長
副
議
長
、
知
事
宛
に
意
見
書
提
出
、
町
長
も
同
席
、

計
画
反
対
の
意
向
を
表
明)

◆

・

・

「
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
現
状
は
？
」(

県
議
会
一
般

12

9

28

質
問
、
希
望
派
県
議)

「
処
分
場
が
満
杯
に
な
る
残
余
年
数
は
県
全
体
で
22

年
あ
り
、
直
ち
に
逼
迫
す
る
状
態
に
な
い
。
現
時
点
で
処
分
場
の
新
規
計
画

申
請
は
な
い
が
、
安
定
的
な
処
理
体
制
構
築
に
向
け
地
域
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
。
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
処
分
場

を
新
設
す
る
必
要
性
は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。」(

県
民
環
境
部
長)

「
産

業
廃
棄
物
処
分
場(

オ
オ
ノ
開
発
・
東
温
市)

か
ら
中
山
川
の
支
流
に
流
れ
出

て
い
る
排
水
に
つ
い
て
」(

環
境
市
民
県
議)

「
中
山
川
支
流
に
安
定
型
最
終

処
分
場
の
浸
透
水
が
放
流
さ
れ
て
い
る
が
、
白
濁
し
た
排
水
が
常
時
流
れ
出

て
い
る
の
は
確
認
し
て
い
な
い
。
事
業
者
と
県
が
年

回
浸
透
水
の
水
質
検

6

査
を
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
基
準
値
内
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

る
。」(

県
民
環
境
部
長)

◆

・

・

「
明
神
地
区
に
問
題
や
課
題
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
明
神
自

12

10

23

治
会
長
会
で
協
議
検
討
し
て
、
各
自
治
会
の
会
員
各
位
に
諮
り
、
地
域
全
体

で
解
決
に
取
り
組
む(

第

回
明
神
地
区
自
治
会
長
会
で
申
し
合
わ
せ
、
第

2

回
同
自
治
会
長
会
で
確
認
決
定)

(

文
責
石
丸
常
副
代
表

以
下
次
号)

3

面
紹
介
の
総
会
前
に
、
久
万
高
原
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
町
づ
く
り
講

1
演
会
実
行
委
員
会
主
催
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
福
岡
県
大

木
町
環
境
課
資
源
循
環
係
長
益
田
富
啓
さ
ん
か
ら
、
刺
激
的
で

内
容
豊
か
な
次
の
よ
う
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

大
木
町
で
は

年

月
、
左
記
の
「
ゼ
ロ
ウ
エ
イ
ス

08

3

ト
宣
言
」
を
議
会
が
全
会
一
致
で
可
決
し
、
取
り
組

み
が
本
格
化
し
た
そ
う
で
す
。
発
生
し
た
ゴ
ミ
を
燃

や
す
、
埋
め
立
て
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
な
く
、
そ

も
そ
も
ゴ
ミ
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う

考
え
方
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ゴ
ミ
の
発
生
抑

制
を
徹
底
し
出
て
き
た
ゴ
ミ
は
住
民
と
協
力
し
て
資

源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

大
木
町
で
は
、

年
ま
で
に
ゴ
ミ
の
焼
却
・
埋
め

16

立
て
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

年
か
ら
生
ゴ
ミ
分
別
を
徹

06

底
し
燃
や
す
ゴ
ミ
の

％
削
減
に
成
功
、
燃
え
な
い

44

ゴ
ミ
も
徹
底
分
別
で

年
度
の
発
生
量
わ
ず
か

ト

12

2

ン
に
な
り
ま
し
た
。

「
迷
惑
施
設
」
を
町
中
心
部
に

生
ゴ
ミ
は
、

年

月
か
ら
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥

06

11

と
一
緒
に
お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
ん
」
で

メ
タ
ン
発
酵
し
バ
イ
オ
ガ
ス
を
取
り
出
し
、
発
電
に

使
い
、
発
酵
後
の
消
化
液
は
液
肥
と
し
て
農
業
に
利

用
、

年
経
過
の
今
日
も
安
定
運
転
を
支
え
て
い
る

7

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
驚
き
は
、
こ
の
「
く

る
る
ん

」
が
町
の
中
心
部
に
設
置
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ

ス
セ
ン
タ
ー
・
道
の
駅
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
資
料
展
示

室
・
環
境
学
習
室
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
と
併
設
さ
れ
、
迷
惑
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

プ
ラ
に
も
紙
お
む
つ
に
も
対
応

大
木
町
は
、
さ
ら
に

年
調
査
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

08

廃
棄
物
の
増
加
傾
向
を
と
ら
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
総

合
リ
サ
イ
ク
ル
の
再
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、
古

紙･

古
布
回
収
を
町
か
ら
地
区
集
団
回
収
に
切
り
替

え
、
回
収
報
奨
金
を
支
払
う
仕
組
み
で
地
域
の
分
別

意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
排
出
量
増
加
が
課
題
の

紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

年

月
か
ら
着

11

10

手
す
る
な
ど
、
状
況
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
資
源

化
可
能
性
を
追
求
し
て
い
ま
す
。


